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40 周年と昭和レトロ診療所と今後の展望

　　　　宇部市医師会　今村皮膚科形成外科
 　　　　　　　　　　　　　　今村　太一

ニューフェイスコーナーニューフェイスコーナーニューフェイスコーナーニューフェイスコーナー

　2019 年 7 月より宇部市の今村皮膚科形成外科
を承継しました今村太一と申します。
　私は生まれも育ちも山口県宇部市で、2009 年
3 月に久留米大学医学部を卒業、そのまま同年、
久留米大学病院研修医を経て久留米大学皮膚科学
講座に入局、公立八女総合病院皮膚科勤務の後に
国内留学で埼玉医科大学国際医療センター皮膚腫
瘍科皮膚科にて皮膚外科、皮膚癌の研鑽を積ませ
ていただいた後に久留米大学皮膚科に助教とし
て帰局し、メインオペレーターとして診療を行っ
ておりました。もう少し大学にて働きたいところ
だったのですが、いろいろと家庭の事情があり、
実家の今村皮膚科形成外科を承継する運びとなり
ました。
　もともと今村家は戦前に曽祖父が今村内科外科
を、戦後は祖父が今村産婦人科を開業しており、
1984 年には両親が今村皮膚科形成外科を開院と
長年地域医療に携わっておりました。そんな中、
このような若輩者の私が院長となるのは非常に身
が引き締まる思いです。

　趣味と言えるようなものはあまりないのです
が、旅行やビールがとても好きではあり、久留米
大学時代や埼玉時代はよく福岡や東京の夜に繰り
出したり一人旅をよくしたものでした。が、残念
ながらこのコロナ禍でどちらもやりにくいものと
なってしまいました。しかし、ZOOM や Line と
便利な技術も発達しており、最近は下火だそう
ですが、未だに遠方の友人とネット飲みで盛り上

がっています。飲酒量がちょっと増えた気がして
良くないのです。気を付けたいところです。
　さて、当院は古い建物、美容や自由診療もほ
ぼ行っていない等、令和の現在から見ると昭和レ
トロ感満載の昔懐かしい診療所です。まだまだ改
善すべきところはあるとは思うのですが、少しず
つゆっくりやっていけばいいかとノンビリさせて
もらっており、最近ようやくホームページができ
ました。本当は SNS などすべきなんでしょうが、
YouTube やるのは恥ずかしいし、インスタで映
えることも難しい、TickTok で踊るわけにもいか
ず、LINE は誤爆しそう。Twitter でバズる発言な
んかもできるわけなく、激スベりして心にダメー
ジを負うか大炎上してリアルにダメージを負う未
来しか見えないため、ひとまずホームページだけ
でしばらくは満足することとします。このノンビ
リ感が悪いのか、コロナ禍の影響か、はたまた私
の人徳かはわかりませんが、2020 年をピークに
患者数が少し漸減してきており、流石に考えると
ころです。後から振り返ってあそこが分岐点だっ
たと後悔しないように頑張らねばと思っておりま
す。そこで当院の売りが何かと考えますと、当院
は父が皮膚科・形成外科の 2 つの専門医を持っ
ているということもあり、もともと手術手技が
比較的多かったことなのかなと。私も専門分野と
しては皮膚腫瘍、皮膚外科であり、父から引き継
いで積極的に手技（縫合等）、手術（腫瘍切除等）
を行っております。簡易的ではありますがエコー
も導入し、そのおかげもあってか予定手術件数（切



令和 5 年 3 月 山 口 県 医 師 会 報 第 1951 号

151

りっぱなし等の簡易的なものや皮膚生検は含めな
い）は承継した 2019 年より毎年件数が伸びてき
ています。ただ、手術は諸刃の剣で、その間診療
がストップしてしまいます。皮膚科は保険点数が
少ないので数を診ないとどうにもならないという
科であり、手術との両立が難しいところです。そ
こでもう一つの売りである、男女の医師がいると
いうことを最大限に利用＝「母親に泣きついて手
術中は母にいつも以上に診察を頑張ってもらうこ
と」としました。未だに親の脛をかじっている現
状に申し訳ないなあと情けないなあという気持ち
はありますが、私も不惑の 40 代！とりあえず気
にしないで考えないことにしている現在です（で
も今後本当にどうしよう・・・）。手術手技の話
ばかりしましたが、皮膚疾患の新たな治療法や治
療薬なども少しずつ導入させてもらってます。の
んびりと私なりに努力しているつもりです、一
応・・・。

　以上、簡単ではございますが、当院及び私の自
己紹介とさせていただきます。私自体が福岡県南
部の筑後地域及び埼玉県を中心としてしか勤務経
験がなく、いろいろと県内の諸先輩方にはご迷惑
をおかけすることもあるかと存じますが、よろし
く御指導御鞭撻のほどをお願い申し上げます。来
年の開院 40 年を無事迎えられるように頑張りた
いと思います。


